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鶴
見
線
は
一
九
二
六
年

鶴
見
臨
港
鉄
道
と
し
て
開

業
。
一
九
三
二
年
に
東
芝

の
専
用
線
を
買
収
し
て
、

こ
の
海
芝
浦
に
至
る
支
線

が
出
来
た
。

　
隣
の
新
芝
浦
駅
か
ら
は

海
沿
い
に
東
芝
の
構
内
を

走
っ
て
い
る
。
終
点
は
こ

の
海
芝
浦
駅
。
京
浜
運
河

と
東
芝
に
挟
ま
れ
て
い
て
、

東
芝
関
係
者
し
か
駅
か
ら

出
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、

東
芝
の
通
勤
専
用
線
だ
。

だ
か
ら
朝
夕
は
一
時
間
に

四
本
走
る
が
、
日
中
は
二

時
間
に
一
本
だ
。

　
こ
の
絵
の
反
対
側
、
線

路
の
延
長
上
に
、
京
浜
運

河
に
面
し
た
細
長
い
「
海

芝
公
園
」
が
設
け
ら
れ
、

対
岸
の
東
京
ガ
ス
扇
島
工

場
、
首
都
高
速
湾
岸
線
の

鶴
見
つ
ば
さ
橋
を
眺
め
ら

れ
る
。

　
誰
で
も
来
る
こ
と
が
出

来
る
が
、
カ
フ
ェ
も
な
い

し
、
三
月
半
ば
、
運
河
を

渡
る
風
は
寒
く
、
閑
散
と

し
て
い
た
。

海
芝
浦

横
浜
　
鶴
見
線

二
〇
一
四
年
三
月

拒否権を無くして、大国も小国も平等に
　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ロ
シ
ア

か
ら
離
反
し
Ｅ
Ｕ
に
接

近
。
ロ
シ
ア
は
軍
を
ロ
シ

ア
系
住
民
の
多
い
ク
リ
ミ

ア
に
進
め
た
。
そ
れ
か
ら

ク
リ
ミ
ア
の
帰
属
を
巡
る

住
民
投
票
を
し
て
、
プ
ー

チ
ン
は
ク
リ
ミ
ア
を
ロ
シ

ア
に
組
み
込
も
う
と
し
て

い
る
。
こ
の
住
民
投
票
を

無
効
と
す
る
国
連
安
保
理

の
決
議
案
は
、
ロ
シ
ア
の

拒
否
権
で
否
決
さ
れ
た
。

拒
否
権
と
は

　

国
連
の
行
動
に
は
米
英

仏
ロ
と
中
国
の
五
大
国
の

協
力
が
必
要
と
し
て
、
安

保
理
の
決
議
に
は
五
大
国

全
て
の
同
意
が
必
要
。が
、

逆
に
五
大
国
の
一
国
が
反

対
す
れ
ば
決
議
で
き
な

い
。
こ
れ
が
拒
否
権
。

大
国
の
拒
否
権
で

　

南
米
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
沖
の

人
口
十
一
万
の
小
国
グ
レ

ナ
ダ
に
一
九
八
三
年
左
翼

政
権
が
誕
生
し
た
時
、
レ

ー
ガ
ン
政
権
は
米
軍
を
派

遣
し
て
征
服
。
こ
の
時
、

米
国
非
難
決
議
案
は
米
国

の
拒
否
権
で
否
決
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
を
巡
る
イ

ス
ラ
エ
ル
の
横
暴
に
対

し
、
多
数
の
非
難
決
議
案

が
安
保
理
に
出
さ
れ
た
が

全
て
米
国
の
拒
否
権
で
否

決
。
歴
代
米
大
統
領
は
米

国
内
ユ
ダ
ヤ
資
本
の
支
援

が
必
要
だ
か
ら
・
・
・

大
国
の
横
暴
の
道
具

　

リ
ビ
ア
問
題
な
ど
、
小

国
の
問
題
で
は
安
保
理
は

一
致
し
て
決
議
し
て
い

る
。
し
か
し
、
大
国
が
当

事
国
と
な
る
と
、
拒
否
権

を
発
動
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の

国
連
加
盟
も
米
国
の
拒
否

権
で
で
き
な
い
。

　

大
国
の
拒
否
権
を
廃
止

し
、
全
て
の
国
連
加
盟
国

を
平
等
に
す
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

来
週
は
お
休
み
し
ま
す


